
注　平成20年度から実質公債費比率の算出方法が変更されています。

 14  市債償還及び残高等の将来推計

　市債発行による将来の負担を明確にするために、今後２０年間の市債償還及び残高等の
推計を行いました。市債発行額を、平成２２年度は予算案における発行額とするなど、一定
の条件のもとに試算しています。
　（川崎縦貫高速鉄道線事業については、平成２７年度に事業許可を取得する前提で試算しています。）
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公　債　費　等　：　一般会計の公債費に、これまでの財源対策による後年度負担（積立繰延、繰替運用）を加え
　　　　　　　　　　　たもの。
実質一般財源　：　公債費等から借換債や使用料などの特定財源や償還財源が減債基金に積立てられている
　　　　　　　　　　　土地開発公社に係る転貸債などのような特定財源に準ずる分を除いた税等で償還するもの。
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